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2025年8⽉5⽇

2025年度第1四半期決算説明資料

こんにちは。CFOの⻄尾です。
2025年度第1四半期決算実績、年間業績⾒通し、最後に⽶国関税について説明し
ます。

1



© Mitsubishi Heavy Industries, Ltd.  All Rights Reserved.

⽬次

１． 決算のポイント 3-5

２． 2025年度第1四半期決算実績 6-14
• 連結経営成績サマリー
• 連結財政状態
• 事業利益増減分析
• セグメント情報

３． 2025年度業績⾒通し 15-17
• 業績⾒通しサマリー
• セグメント情報

４． 補⾜資料 18-22

資料の構成は、⽬次に記載のとおりです。

2



© Mitsubishi Heavy Industries, Ltd.  All Rights Reserved.

１． 決算のポイント
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2025年度第1四半期決算実績

事業利益

（単位︓億円）

当期利益

受注⾼ 売上収益
EBITDA

1,432
億円

(YoY +209億円)

フリーCF

643
億円

(YoY +1,906億円)

EBITDAマージン
12.0%

(YoY +1.0 pt)

営業CF
896億円

(YoY +1,574億円)

有利⼦負債

6,503
億円

(YoY △ 3,869億円)

純有利⼦負債
△214億円

(YoY △4,794億円)

⾃⼰資本⽐率

35.2%
(YoY +0.1 pts)

D/Eレシオ

0.26
(YoY △0.16)

FY23-1Q FY24-1Q FY25-1Q FY23-1Q  FY24-1Q FY25-1Q

FY23-1Q  FY24-1Q FY25-1Q FY23-1Q  FY24-1Q FY25-1Q

+7％
（増減率）

+25％
（増減率）

+10％
（増減率）

親会社
所有者帰属

実績値の全体概況について説明します。
このページでは、主要KPIについて記載しています。

受注⾼は1兆7,686億円となりました。前期⽐較では、エナジー、プラント・イン
フラが増加しています。前年同期に複数の⼤型案件を受注した航空・防衛・宇宙
のリバウンドで全体の受注⾼も若⼲減少しましたが、引き続き⾼い⽔準を確保し
ています。

なお、このページには記載していませんが、受注残⾼は10兆7,729億円となり、
前年度末から約5,000億円積み上がりました。

売上収益は、前年同期⽐7%増の1兆1,936億円となりました。第1四半期では過去
最⾼を更新しています。

事業利益は、1,000億円の⼤台に乗りました。前年同期⽐25%増で、こちらも第1
四半期としては過去最⾼です。

親会社の所有者に帰属する当期利益は、前年同期⽐10%増の682億円となりまし
た。これは、事業利益の伸びに対して少ないですが、前期は円安が⼤きく進⾏し
た局⾯で為替差益を計上しており、その反動によるものです。
なお、当期利益も過去最⾼を更新しています。

4



© Mitsubishi Heavy Industries, Ltd.  All Rights Reserved.

2025年度第1四半期決算実績ハイライト

 受注⾼︓17,686億円（前年同期⽐︓△788億円、4％減）
エナジー、プラント・インフラが増加。防衛・宇宙は、複数の⼤型案件を受注した前年
同期と⽐べると減少したが、引き続き⾼⽔準の受注⾼を確保。
受注残⾼は、前年度末から5,366億円増の10兆7,729億円となった

 売上収益︓11,936億円（前年同期⽐︓+820億円、7％増）
エナジー、プラント・インフラ、航空・防衛・宇宙の3セグメントにおいて前年同期⽐増収。
主な事業別では、GTCC、原⼦⼒、製鉄機械、防衛・宇宙が売上収益を伸ばした

 事業利益︓1,041億円（前年同期⽐︓+206億円、25％増）
エナジー、プラント・インフラ、航空・防衛・宇宙の3セグメントにおいて前年同期⽐増益。
売上増・利益率改善が寄与

 当期利益︓682億円（前年同期⽐︓+59億円、10％増）
前年同期は円安局⾯で為替差益を計上。今期は円⾼進⾏にともないリバウンドが
⽣じたものの、事業利益の増加により前年同期⽐増益
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２． 2025年度第1四半期決算実績

このページ以降、決算実績をもう少し詳細に記載しています。
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連結経営成績サマリー

(増減率)増減
(利益率)

FY2025-1Q
（利益率）

FY2024-1Q
（利益率）（単位︓億円）

(△4.3%)△78817,68618,475受注⾼

(+7.4%)+82011,93611,115売上収益

(+24.7%)+2061,041835
事業利益

(+1.2 pts)(8.7%)(7.5%)

(+9.5%)+59682622親会社の所有者に
帰属する当期利益 (+0.1 pts)(5.7%)(5.6%)

(+17.1%)+2091,4321,223
EBITDA

(+1.0 pt)(12.0%)(11.0%)

+1,906643△1,262フリー・キャッシュ・フロー
+1,574896△678営業キャッシュ・フロー

+331△253△584投資キャッシュ・フロー

このページの下段に、フリー・キャッシュ・フローを記載しています。

フリー・キャッシュ・フローは643億円、うち営業キャッシュ・フローが896億
円の⿊字となりました。GTCC事業を中⼼とした好調な受注を背景に、前受⾦が
増加したことなどによるものです。
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連結財政状態

増減FY25-1Q末FY24末（単位︓億円）

△78816,97717,765売上債権（営業債権及び契約資産）

+65711,28210,625棚卸資産

+1,08611,81210,725その他流動資産

(+140)(6,718)(6,578)（うち現⾦及び現⾦同等物）

△12211,83011,953固定資産

+9715,61715,519投資等

+93167,52066,589資産合計

△8228,4809,302営業債務

+1,28915,72914,439契約負債

+19011,82511,634その他

△96,5036,513有利⼦負債

+28324,98124,698資本

(+293)(23,760)(23,467)（うち親会社の所有者に帰属する持分）

+93167,52066,589負債及び資本合計

このページでは、バランスシートについて記載しています。

総資産は6兆7,520億円となり、昨年度末から931億円増加しました。GTCCや防
衛などの事業規模の拡⼤局⾯で、資産サイドでは棚卸資産やその他流動資産（前
渡⾦など）が増加しました。⼀⽅で、負債サイドでは前受⾦を多く獲得、契約負
債を認識しているため、運転資本はこの四半期断⾯ではやや減少しています。

結果として、有利⼦負債残⾼は6,503億円で、前年度末と同⽔準です。資産サイ
ドの現⾦及び現⾦同等物と差し引きしたネット有利⼦負債は、マイナス214億円
となりました。
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事業利益増減分析

賃⾦アップ等

FY25-1Q
事業利益
1,041△64

FY24-1Q
事業利益
835

（単位︓億円）

為替影響

売上増減・
利益率改善等

+330
△60

+206億円（+25%）

このページでは前年同期対⽐の事業利益のステップチャートを⽰しています。

売上増・利益率改善等により、330億円好転しています。内容はエナジー、プラ
ント・インフラ、防衛・航空・宇宙セグメント、それぞれおおむね100億円ずつ
ほど前年同期⽐で好転しています。

為替影響としてマイナス60億円と記載していますが、売上平均レートが前年同
期が1ドル153円、当期が146円でしたので、この影響によるものです。なお、前
年同期、当期ともに⼀時費⽤は計上していないため、このステップチャート上は
フラットです。

事業セグメント別の動きは、次のページ以降で説明します。
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決算実績 セグメント別内訳

事業利益売上収益受注⾼

（単位︓億円）
増減FY25 

1Q
FY24 
1Q増減FY25 

1Q
FY24 
1Q増減FY25 

1Q
FY24 
1Q

+60564503+3174,2323,915+6678,7138,046エナジー

+10918576+3282,0791,751+1112,3952,284プラント・インフラ

△37109146△2162,9923,209△2543,0413,296物流・冷熱・
ドライブシステム

+51288236+4882,6052,117△1,2523,5084,760航空・防衛・宇宙

+22△105△128△9526122△602787その他及び
全社⼜は消去

+2061,041835+82011,93611,115△78817,68618,475合計

このページには、セグメント別の受注⾼、売上収益、事業利益をまとめて記載し
ています。

次のページ以降で、セグメント別に説明します。
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売上収益

セグメント別決算実績 <エナジー>

今回のポイント

事業利益（単位︓億円）

受注⾼
FY25-1QFY24-1Q

1,9681,776
962901
594524
537430

 GTCCは主に北⽶で受注が好調。売上増
に加え、採算改善等により増益

 スチームパワーはサービスの伸⻑等により
増収増益

 原⼦⼒は受注が好調。売上、利益ともに
堅調に推移

主な事業

売上収益受注⾼

増益︓
・GTCC
・スチームパワー

1Q実績
前年同期⽐

(通期)
18,157

(通期)
18,500

GTCC

スチームパワー
航空エンジン

原⼦⼒
その他

FY24 FY25  

(通期)
2,053

FY24 FY25  FY24 FY25  

(通期)
2,400

下線は利益率

13.3%

(1Q)
3,915

12.9%

FY25-1QFY24-1Q
6,0255,344GTCC

9291,105スチームパワー
628569航空エンジン

1,014686原⼦⼒

(通期)
22,000(1Q)

8,713

(通期)
26,224

(1Q)
4,232

(1Q)
564(1Q)

503

(※) FY24実績は、2025年4⽉1⽇のエナジーセグメント内の組織再編の
影響を2024年度に遡り反映した⾦額を記載

(※) (※)

(1Q)
8,046

エナジーセグメントは、受注⾼、売上収益、事業利益とも前年同期⽐増、年間⾒
通しに対する進捗率も順調です。

GTCCは北⽶での受注が好調です。スチームパワーも増収増益、原⼦⼒は受注が
好調で売上、利益ともに堅調に推移しています。
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売上収益受注⾼

セグメント別決算実績 <プラント・インフラ>

(通期)
10,002

(通期)
9,000 (通期)

8,521
(通期)
8,500

今回のポイント

事業利益（単位︓億円）

 エンジニアリングは受注が好調。売上増に
ともない増益

 製鉄機械は受注が減少するも、増収増益
 機械システムは受注、売上、利益ともに

増加
 その他では環境設備の受注が好調

売上収益受注⾼

(通期)
596

(通期)
600

FY25-1QFY24-1Q
421255エンジニアリング
658860製鉄機械
533467機械システム

FY25-1QFY24-1Q
304251
979862
403354

エンジニアリング

製鉄機械

機械システム

その他

主な事業

増益︓
・エンジニアリング
・製鉄機械
・機械システム

1Q実績
前年同期⽐

FY24 FY25  FY24 FY25  

FY24 FY25  

下線は利益率

(1Q)
2,284

(1Q)
1,751

(1Q)
76 8.9%

4.4%

(1Q)
2,395

(1Q)
185

(1Q)
2,079

プラント・インフラも、受注⾼、売上収益、事業利益とも前年同期⽐増加し、年
間⾒通しに対する進捗率も順調です。

エンジニアリングは新交通システムの⽼朽更新⼯事などの受注で好調です。製鉄
機械は受注が減少するも、売上、利益とも増加。機械システムは受注、売上、利
益とも増加しています。
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売上収益受注⾼

セグメント別決算実績 <物流・冷熱・ドライブシステム>

(通期)
13,305

(通期)
14,000 (通期)

13,071

今回のポイント

事業利益（単位︓億円）

 物流機器は為替円⾼に加え、⽶州での
販売コスト増加等により減収減益

 エンジンはアジア向けを中⼼に受注、売上
ともに好調

 ターボチャージャは販売台数が減少したもの
の、サプライチェーンの混乱が収束し増益

 冷熱は販売台数の減少に加え、為替円⾼
により減収減益

売上収益受注⾼

(通期)
700

(通期)
493

物流機器

冷熱・
カーエアコン

FY25-1QFY24-1Q
1,5941,670物流機器

602647エンジン・
ターボチャージャ

865999冷熱・
カーエアコン

FY25-1QFY24-1Q
1,5951,670

607646

810912

エンジン・
ターボチャージャ

主な事業

増益︓
・エンジン
・ターボチャージャ

減益︓
・物流機器
・冷熱

1Q実績
前年同期⽐

FY24 FY25  FY24 FY25  

FY24 FY25  

(通期)
14,000

下線は利益率

(1Q)
3,296 (1Q)

3,041
(1Q)
146 (1Q)

109

3.7%
4.6%

(1Q)
3,209 (1Q)

2,992

物流・冷熱・ドライブシステムは、残念ながら受注⾼、売上収益、事業利益とも
前年同期を下回りました。

その中で、エンジン事業はアジア向けを中⼼に受注、売上とも好調です。
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売上収益受注⾼

セグメント別決算実績 <航空・防衛・宇宙>

(通期)
21,001

(通期)
14,000 (通期)

13,500

(通期)
10,306

今回のポイント

事業利益（単位︓億円）

 防衛・宇宙は順調な⼯事の進捗により増収
増益

 ⺠間機は為替円⾼の影響を受けたものの、
主に787の出荷機数が増加したことにより
増収増益

売上収益受注⾼

(通期)
999

FY25-1QFY24-1Q
2,9184,223防衛・宇宙

590536⺠間機

FY25-1QFY24-1Q
2,0211,634

584482

防衛・宇宙

⺠間機

主な事業

増益︓
・防衛・宇宙
・⺠間機

1Q実績
前年同期⽐

FY24 FY25  FY24 FY25  

FY24 FY25  

下線は利益率

(1Q)
236

11.2%
11.1%

(1Q)
4,760

(1Q)
3,508

(通期)
1,400

(1Q)
2,605

(1Q)
288

(1Q)
2,117

航空・防衛・宇宙は冒頭説明したとおり、防衛の受注⾼が前年同期の複数⼤型案
件のリバウンドにより下がっていますが、売上レベルを上回る⾼⽔準を維持して
います。また、⼿持ち⼯事の順調な進捗により、増収増益となっています。

⺠間機は為替円⾼の影響を受けたものの、ボーイング787の出荷機数の増加等に
より増収増益です。

以上、第1四半期決算実績は全体として、当年度公表値（年間の⽬標値）に向け
て順調な滑り出し、24事計の達成に向け、おおむねオントラックと評価してい
ます。特に受注は想定よりも強含みです。

なお、⽶国関税影響については後ほど説明しますが、この第1四半期決算値では
関税負担の直接的損益影響は僅少で、全社で数億円レベルでした。
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３． 2025年度業績⾒通し
本資料に記載している業績⾒通し等の将来に関する記述は、現時点で⼊⼿可能な情報に基づき判断したもので、
リスクや不確実性を含んでおり、また、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。
従いまして、この業績⾒通しのみに依拠して投資判断を下すことはお控えくださいますようお願いいたします。
実際の業績は、様々な重要な要素により、この業績⾒通しとは⼤きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。
実際の業績に影響を与える要素には、当社グループの事業領域をとりまく経済情勢、対ドルをはじめとする円の
為替レート、⽇本の株式相場などが含まれます。

⽶国関税措置に対しては、顧客への価格転嫁を中⼼とした対策に取り組んでおり、現時点では当社業績にもたらす
影響は限定的と想定しております。

続きまして、年間の業績⾒通しについて説明します。
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業績⾒通しサマリー

+0.3 pts11%10.7%ROE
(+7.1%)+3865,8005,413EBITDA

(△0.1 pts)(10.7%)(10.8%)

△5,427△2,0003,427フリー・キャッシュ・フロー
24円23円配当

中間12円/期末12円中間11円/期末12円
前提為替レート︓
1ドル＝145円、1ユーロ＝155円

(増減率)増減
（利益率）

2025年度
（利益率）

2024年度
（利益率）（単位︓億円）

(△16.6%)△11,71259,00070,712受注⾼

(+7.4%)+3,72854,00050,271売上収益

(+9.6%)+3684,2003,831事業利益
(+0.2 pts)(7.8%)(7.6%)

(+5.9%)+1452,6002,454親会社の所有者に
帰属する当期利益 (△0.1 pts)(4.8%)(4.9%)

前回公表（2025年5⽉9⽇）から変更なし

このページに記載の数値は、5⽉公表のものから変更ありません。
前提為替レートも、1ドル145円のままとしています。なお、為替のエクスポー
ジャーは事業利益ベースで23億ドルです。
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業績⾒通し セグメント別内訳

事業利益売上収益受注⾼

（単位︓億円）
増減FY25

⾒通し
FY24
実績増減FY25

⾒通し
FY24
実績増減FY25

⾒通し
FY24
実績

+3462,4002,053+34218,50018,157△4,22422,00026,224エナジー

+3600596△218,5008,521△1,0029,00010,002プラント・インフラ

+206700493+92814,00013,071+69414,00013,305物流・冷熱・
ドライブシステム

+4001,400999+3,19313,50010,306△7,00114,00021,001航空・防衛・宇宙

△589△900△310△715△500215△1790179その他及び
全社⼜は消去

+3684,2003,831+3,72854,00050,271△11,71259,00070,712合計

前回公表（2025年5⽉9⽇）から変更なし

セグメント別内訳も、5⽉の公表値から変更ありません。
エナジーの事業利益2,400億円には、⼀時費⽤のリスクバッファー200億円を含
んでいます。
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３． 2025年度業績⾒通し
本資料に記載している業績⾒通し等の将来に関する記述は、現時点で⼊⼿可能な情報に基づき判断したもので、
リスクや不確実性を含んでおり、また、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。
従いまして、この業績⾒通しのみに依拠して投資判断を下すことはお控えくださいますようお願いいたします。
実際の業績は、様々な重要な要素により、この業績⾒通しとは⼤きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。
実際の業績に影響を与える要素には、当社グループの事業領域をとりまく経済情勢、対ドルをはじめとする円の
為替レート、⽇本の株式相場などが含まれます。

⽶国関税措置に対しては、顧客への価格転嫁を中⼼とした対策に取り組んでおり、現時点では当社業績にもたらす
影響は限定的と想定しております。

最後に、⽶国関税についてお話をします。スライド15ページをご覧ください。

このページの⼀番下の下線部に記載していますが、顧客への価格転嫁を中⼼とし
た対策に取り組んでいること、そもそも関税対象取引が⼤きくないことから、現
時点では当社業績にもたらす影響は限定的と考えています。この⽂脈で、当社グ
ループの⽶国事業について簡単にご紹介します。末尾の22ページをご覧くださ
い。
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４． 補⾜資料
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補⾜資料 参考データ

⼤型ガスタービン 受注台数・契約残台数 ⺠間航空機 出荷機数

合計4Q3Q2Q1Q777

195266FY24
66FY25

合計4Q3Q2Q1Q777X

70133FY24
00FY25

合計4Q3Q2Q1Q787

451212129FY24
1818FY25

FY25-1QFY24通期FY24-1Q

37-受注台数

【参考】中国の協業先企業における受注台数

FY25-1QFY24通期FY24-1Q

6114⽶州
252アジア
-9-EMEA 
---その他
8256受注台数 合計

534838契約残台数
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FY25⾒通しFY25-1QFY24-1Q（単位︓億円）

3,300476414研究開発費
1,600390388減価償却費
2,000361450設備投資

補⾜資料 参考データ

FY25-1QFY24-4Q（単位︓億円）

53,01349,184エナジー
17,64117,053プラント・インフラ

660793物流・冷熱・ドライブシステム
36,20535,145航空・防衛・宇宙

207185その他及び全社⼜は消去
107,729102,362合計

受注残⾼

EURUSD（億通貨単位）

323 未確定外貨（事業利益）
013未確定外貨（⾦融収益費⽤）

155.0145.0 前提為替レート

未確定外貨

FY25-1QFY24-1Q

145.8152.5USドル（円/USドル）
162.3166.1ユーロ（円/ユーロ）

為替レート（売上計上平均レート）

FY25-1QFY24-1Q（単位︓億円）

1,7621,750 販管費

研究開発費、減価償却費、設備投資

販売費及び⼀般管理費
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補⾜資料 参考データ
地域別売上⾼

エナジー プラント・インフラ

物流・冷熱・ドライブシステム 航空・防衛・宇宙
⽇本 アジア・パシフィック ⽶州 EMEA

■FY24.1Q（合計︓3,915）
■FY25.1Q（合計︓4,232）

1,412
(33%)

588
(15%)

681
(16%)

1,198
(31%)

1,493
(36%)

768
(20%)

647
(15%)

1,361
(34%)

⽇本 アジア・パシフィック ⽶州 EMEA

■FY24.1Q（合計︓3,209）
■FY25.1Q（合計︓2,992）

800
(27%) 766

(24%)

644
(22%)

951
(30%)

895
(29%)

706
(22%)

652
(22%)

785
(24%)

⽇本 アジア・パシフィック ⽶州 EMEA

■FY24.1Q（合計︓1,751）
■FY25.1Q（合計︓2,079）

863
(42%)

399
(23%)

395
(19%)

537
(31%)

541
(26%)

237
(14%)

280
(13%)

578
(32%)

⽇本 アジア・パシフィック ⽶州 EMEA

■FY24.1Q（合計︓2,117）
■FY25.1Q（合計︓2,605）1,961

(75%)

3
(0%)

4
(0%)

505
(24%)

623
(24%)

14
(1%)

17
(1%)

1,595
(75%)

（単位︓億円）

（単位︓億円）（単位︓億円）

（単位︓億円）

21



© Mitsubishi Heavy Industries, Ltd.  All Rights Reserved.

補⾜資料 参考データ

AZ

TX

OK

FL

GA

MD
WVMO

IL IN OH

NY
CT
MA

10,000+
EMPLOYEES

56
CONSOLIDATED 
COMPANIES

3,500+
PATENTS

MHI in North 
America

¥1,111BN *
IN REVENUE

*FY24 revenue in USA

TEXAS

・Mitsubishi Heavy Industries America (MHIA) HQ

・Mitsubishi Logisnext Americas 

・MHIA Data Center & Energy Div. 

・Concentric - Data Center

・Mitsubishi Heavy Industries Compressor International

GEORGIA

・MPW-AMER – GTCC

・Primetals Technologies USA - Metals Machinery

FLORIDA

・Mitsubishi Power Americas (MPW-AMER) HQ – GTCC

・Crystal Mover Services - Transportation

WEST VIRGINIA
・MHI RJ Aviation

ILLINOIS

・Mitsubishi Turbocharger and
Engine America

・Mitsubishi Logisnext Americas

OHIO

・Primetals Technologies USA - Metals Machinery

INDIANA

・Mitsubishi Turbocharger and Engine America

OKLAHOMA
・Intercontinental Jet Service

ARIZONA
・MHI RJ Aviation

CONNECTICUT

・Mitsubishi Power Aero - GTCC

MARYLAND

・MHIA Corrugating Machinery Division 

NEW YORK

・Mechanical Dynamics 
& Analysis - Steam Power

MISSOURI

・Mechanical Dynamics 
& Analysis - Steam Power

MASSACHUSETTS

・Primetals Technologies USA
- Metals Machinery

⽶国関税措置に対しては、顧客への価格転嫁を中⼼とした対策に取り組んでおり、現時点では当社業績にもたらす影響は限定的と想定しております。

Main Locations in US as of April 2025

当社グループの⽶国事業ですが、ボリューム感として、前年度の売上⾼は1.1兆
円でした。これには、⽇本から⽶国のお客様へ直接輸出する取引と、⽶国内での
取引があります。

直接輸出取引は、⼤きなところで⺠間航空機のTier1や航空エンジンなどです。
これらの取引の関税は、基本的にお客様負担です。

その他の取引が、⽶国内のものになります。当社グループはこの地図に記載のと
おり、GTCC、フォークリフト、⺠間航空機、コンプレッサ、新交通システム、
製鉄機械、紙⼯機械などの製造およびサービス拠点を現地に有しており、当社の
関税負担となる取引ボリュームは⼤きくありません。

ただし、GTCCおよびフォークリフトなどの⼀部パーツを、現地拠点が輸⼊して
います。これにかかる関税は、⼀旦当社グループのコストとして負担をすること
になるわけですが、基本的には顧客への価格転嫁を図ることで、相当程度損益へ
の影響を抑制できるものと考えています。

私からの説明は以上です。
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